
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１６年 ８月 ４日発行 会報第８４８号 

 

       今週のプログラム 

（２０１６年 ８月 ４日 第８４８回例会） 

        

   卓 話 「震災の記憶」 

 

   担 当  渡邊 了充 会員 

 

      次週のプログラム 

（２０１６年 ８月１８日 第８４９回例会） 

       

  社会奉仕・クラブ奉仕フォーラム 

      

  担 当  山下社会奉仕委員長 

       山田クラブ奉仕委員長    

               ＜会長の時間＞         黒川彰夫会長 

 先週もロータリークラブの取り組んでいる「ポリオ撲滅」のお話をしましたが、今回は WHO から

見た人類の健康の話をいたします。WHO とは世界保健機関(World Health Organization)で、「全ての

人々が可能な最高の健康水準に到達すること」を目的として設立された国連の専門機関です。 

1948 年に設立され全世界の人々の健康を守るための広範な活動を行っており、現在の加盟国は 194

カ国であり日本は 1951 年 5 月に加盟しました。WHO の功績の中でも最も輝かしいものは、1980 年に天

然痘の撲滅に成功したことであります。 

しかし、公益社団法人日本 WHO 協会の会員でもある私にとって、嫌な情報もあります。2009 年のこ

とですが、マスコミを通じて世界中に「新型インフルエンザが今や、全ての人類を脅威にさらしてい

る」として、「早急にワクチンを！」と報道されたのを覚えていますか？そして、2009 年 6 月 12 日 WHO

の事務局長マーガレット・チャン（2007 年～現在、中国:香港)がパンデミック(世界的大流行)宣言を

したのです。その結果、日本の医師会や多くの医療機関も慌ててワクチンや治療薬の確保に奔走いた

しました。9月下旬には、「新型インフルエンザの主力治療薬であるタミフルなど抗ウイルス剤の処方

について WHO としては推奨しない」とする新たな見解を発表したので、さらに慌てました。ところが、

このインフルエンザが通常のインフルエンザと大差ないレベルで被害も小さなものであり、タミフル

も良く効くとされたのです。一体、何が起こったのか未だに謎のようですが、WHO の大きな誤警告だ

ったのであり、その原因が世界的な製薬会社と WHO との癒着があったのであろうとされています。2010

年初めになるとワクチンが世界的に余剰状態となったのです。組織が巨大化すると超一流の企業でも

「甘い囁き」をするのでしょうか？ロータリーでは有得ないと信じています。 

 

 

第８４７回例会 （２０１６年 ７月２８日）の記録 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜お客様＞   リエヴェン・アントニー様   山田会員ご友人 

         同奥様の 瑛里香(えりか) 様 

         

        アントニー様より、会員に向けて簡単な挨拶がありました。                                      

＜出席報告＞      松田親男 出席担当 

   

会員数（内出席免除会員 4 名）    24 名 

本日の出席者数（内免除会員 1 名）  16 名  

       （内名誉会員 1 名）  

.本日の出席率            71.43 ％   

前々回 7 月 14 日の修正出席率   90.48 ％     

 

  

＜ロータリーソング＞     全会員 

  ♪Ｒ・Ｏ・Ｔ・Ａ・Ｒ・Ｙ♪ 

 

＜ピアノ演奏＞     近藤美里さん 

 1 Sweet Memories 

 2 イパネマの娘 

 3 Someone To Watch Over Me 

 

 

＜幹事報告＞                              木下健治 幹事            

１ IM ロータリーデー報告書送付のお礼が届いております。 

  IM7 組 直前ガバナー補佐 佐伯良一様からのお礼状を回覧いたします。 

  また、長谷川前会員からも、本日事務局にお礼の電話を頂きました。 

 

２ 先週の臨時理事会で事務局 PC 購入が承認され、今週購入、設置致しました。 

 

 

 

＜会長報告＞                              黒川彰夫 会長  

 山本加奈子さんの活動の中で、今は熊本に行って活動をされているそうです。その中で、無償で借

りられるトラックを探しておられます。心当たりのある方は、応えてあげて下さい。 

 

 

 

＜ファインセッション＞                         岸上和典 SAA         

 20 問の問題を紹介され、楽しい時間を過ごしました。 

 本日のファインセッション 18,341 円 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「親の心、子知らず」 

 卓話  柳原健治 会員 

 「親の心、子知らず」という言葉があります。この言葉の意味は、子供は親が思うほどに親の心

を考えてくれない、あるいは、子は親をがっかりさせるような事があるというような意味でありま

す。この言葉が象徴するような親子関係があります。それは、息子がかの有名な「宮沢賢治」で、

父親が「宮沢政次郎」の 2 人の関係であります。父親はその当時盛岡の町で、有力な商人でありま

した。職業は質屋・古着屋を営み、また、彼自身も浄土真宗の篤信者であり、仕事に、信心に日々

を送る毎日でありました。おそらく、彼の頭の中には、自分の跡継ぎは宮沢商店を継いでほしい、

そして商売熱心で、浄土真宗に帰依する事の篤いそんな人間を期待していたはずです。 

 しかし、世の中は残酷なのでしょうか。彼がこれほど期待した、跡継ぎの長男「賢治」は父親が

考えていたような人間となりませんでした。彼は、上級の学校(盛岡農林専門学校)に進学させてもら

いましたが、その学生生活の中で、哲学・文学・化学・宗教に目覚めて行く事となりました。父親

からすれば、商人として「何の役にも立たない・・・」対象への興味の集中であったようです。そ

して、悲しいことに、彼の息子「賢治」が、学校を卒業したのちに、親子の間で大きな対立が生じ

たのです。それは、①息子は父親の商売を継ぐことを嫌がり、研究者として道を歩みたいと考えた

ことや、②父親の浄土真宗(南無阿弥陀仏)に対立して、日蓮宗の思想(南無妙法蓮華経)に傾倒して行

き、果ては、父親に対して改宗を迫るようになり、③地道な商売を行う父親に、「人造宝石の販売」

を行いたいと提案したりと、二人の間には、どうしても超えられない大きな「溝」が出来てしまっ

たのでした。 

 そしてついに、ある日賢治は、突然東京に旅立ってしまいます。彼からすれば、いくら話しても

理解してくれない父親への「反抗」であったのでしょうか。東京の「国中会(日蓮宗)」(田中智学開

宗)に入り浸り、多くの童話や詩を猛烈な勢いで創造していきます。でも、その生活に大きな健康上

の無理が掛かり、体を壊して故郷に帰ってくる事となってしまいました。 

 それからの賢治は、農民のために各種の改革・改造を夢見たり、自身の童話の世界に惑溺して後

世のファンを魅了する世界を構築していきます。後年の賢治ファンは、この時の活動を見て宮沢賢

治を素晴らしい詩人・童話作家といった評価を与えているようです。確かに、この時の作品群には、

天才でなければ作り出せないものがたくさんあり、「宮沢賢治」の名はこれからも、未来永劫残って

いくのではないでしょうか。しかし、世に無名であった頃の賢治は、その晩年各種の活動に「無理」

に「無理」を重ねて、遂に急性肺炎を患い 37 才という若さで死んでしまいます。父親の政次郎は、

さぞや無念ではなかったでしょうか。 

 そんな親不孝の長男に対して、政次郎さんは、その後も商売に精を尽くし、民生委員等の役職も

歴任され、世のため人のために尽くされました。その生涯は、83 才に渡るものとなっています。こ

の人にして、息子に対しては大きな失望感があったのではなかったかと、推察する次第であります。

ちなみに、賢治の弟に清六という人がいます。この人は、父と兄の確執を見てこられたからか、立

派に宮澤商店を継ぎ、兄賢治の膨大な作品群を整理し、後世に残しました。その生涯は 97 才に上り、

お父さんから見れば、立派な孝行息子だったのではないでしょうか。 

                                       以  上 

 

 

 

 



<ＳＡＡ報告> 木下吉宏SAA

＊スマイルボックス
黒川会長 アントニー御夫妻ようこそ！！
池田会員 アントニーさんご夫妻ようこそ！ そして、おめでとう！
西本会員 先回は卓話申し訳ございませんでした。
コメント無 小山会員

＊ロータリー財団
木下(健)会員 今日は、写真ですが正倉院の内部をみてきました。
山本(友)会員 久しぶりの柳原会員の卓話楽しみです。
コメント無 黒川会長　高尾会員　渡辺会員

＊米山記念奨学会
松田会員 柳原さんの久しぶりの名調子！楽しみです。
柳原会員 それにしても、あついですね～
黒川会員 欠席のおわび
コメント無 黒川会長・西本会員・高尾会員・渡辺会員

＊ラオス基金
黒川会長 ラオスに行こう
山田会員 アントニー・瑛里香(えりか)さん、楽しんで下さいね。
柳原会員 あまり、おもしろくない話ですいません。
コメント無 西本会員

＊メイプル基金
黒川会長 夏かぜです！
木下(健)会員 柳原会員卓話が楽しみです！
山田会員 柳原会員の卓話楽しみにしています。
山本(友)会員 7年ぶりのアントニーさんいらっしゃいませ。奥様もようこそ。
柳原会員 今日は、楽しい卓話です。よろしく。
高尾会員 暑いですね！
コメント無 相原会員

 

 

 

 

 

 

 

＜編集後記・追加情報・ チョット一言・ライブラリー・etc＞ 

 

 このクラブに帰ってきて、早や一ヶ月が過ぎました。これからも宜しくお願いします。 

 

 

 

 

（担当 柳原） 

 


